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品種「煌二条」。九州沖縄農研報告 64：21 － 40.
　二条大麦新品種「煌二条（きらめきにじょう）」は，「西海皮 48 号」を母親に「羽系 89-63」を花粉親とし
た交配組合せから派生系統育種法により育成した焼酎醸造用二条大麦品種で，2007 年度に品種登録出願し二
条大麦農林 25 号として農林登録された。「煌二条」は「ニシノチカラ」と比較して次のような特徴がある。






























河田尚之・小田俊介 1）・藤田雅也 1）・八田浩一 2）・久保堅司 3）・土井芳憲 4）・田谷省三 5）
佐々木昭博 6）・塔野岡卓司・堤　忠宏 7）・谷口義則 3）・関　昌子 8）・波多野哲也・平　将人 1）
（2015 年 2 月 27 日　受理）



















































56 粒を栽培し全刈り収穫した。1993 ～ 1994 年度に雑種
集団（F ２，F ３）の各世代約 4000 粒を播種し全刈り収穫
した。1995 年度に雑種集団（F ４）約 1250 個体を栽培し，
長芒個体が分離する有望集団として 114 個体を穂選抜し
た。1996 年度に派生系統１年目として F ５世代の 114 穂
別系統を養成し稈長が短～中で長芒と評価し 20 系統を
選抜した。また，1997 年度に派生系統２年目として F ６





1  条」とその両親の特性 
系統名・ 











西海皮 48 号 二条 皮性 並性 やや短 中 矢羽根 淡黄 やや密 やや大 やや大 中の上
羽系 89-63 二条 皮性 並性 やや短 中 矢羽根 淡黄 やや密 やや大 やや大 中の上
煌二条 二条 皮性 並性 やや短 中 矢羽根 淡黄～黄褐 やや密 やや大 大 中の上













Ⅰ型  Ⅲ型 
西海皮 48 号 やや早 やや早 やや強 - - 極強 極強 中 中 やや多
羽系 89-63 やや早 早 やや強 - - 強  弱 極強 - やや多
煌二条 早 早 やや強 難 やや粉質 極強 極強 強～やや強 中 多 
ニシノチカラ やや早 やや早 やや強 やや易 中間質 極強  弱 極強 やや強 多 
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播種年度 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006
世代 交配 F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 F9 F10 F11 F12 F13 F14 F15
供試 系統群数  1 1 1 1 1 2 1 2







114 20 6 5 5 5 5 5 10 5 10
 粒 粒 粒 粒 穂
選抜 系統群数  1 1 1 1 1 1 1
　   系統数  114 20 6 1 1 1 1 1 2 1 2 1
　   個体数 56粒 全刈 全刈 全刈 穂 全刈 全刈 5 5 5 5 5 10 5 10 5
生産力検定試験  標肥 標肥 標肥 標肥 標肥 標肥 標肥 標肥 標肥
 多肥 多肥 多肥 多肥 多肥 多肥 多肥 多肥
 ドリル ドリル ドリル ドリル ドリル ドリル ドリル
特性検定試験 (他場所) 6(4) 8(5) 9(6) 6(2) 10(4) 6(2) 11(5) 12(6)
2
5 12 7 7 4 3 2















































































熟期は２～３日早い早生である。稈長は 11 ～ 12cm，穂











第 3  「 二条」の種苗特性分類 
形質番号 a) 形質 煌二条 ニシノチカラ ニシノホシ 
形態的特性     
1-1 叢性 中(5) 中(5) 中(5) 
1-2 株の開閉 やや閉(4) やや閉(4) やや閉(4) 
1-3 並渦性 並(2) 並(2) 並(2) 
2-1 稈長 やや短(4) 中(5) やや短(4) 
2-2 稈の細太 やや細(4) 細(3) 細(3) 
2-3 稈の剛柔 やや柔(6) やや柔(6) やや柔(6) 
2-4 稈のワックス 中(5) 中(5) 中(5) 
3-2 葉色 やや濃(6) やや濃(6) やや濃(6) 
3-3 葉鞘ワックス 中(5) 中(5) 中(5) 
4-1 穂型 矢羽根(8) 矢羽根(8) 矢羽根(8) 
4-2 穂長 中(5) やや長(6) やや長(6) 
4-3 粒着の粗密 やや密(6) 中(5) 中(5) 
4-4 穂の抽出度 長(7) 長(7) 長(7) 
4-5 条性 二条(2) 二条(2) 二条(2) 
4-6 穂の下垂度 直(3) やや垂(6) やや垂(6) 
5-1 芒の有無多少 多(7) 多(7) 多(7) 
5-2 芒長 長(7) 長(7) 長(7) 
5-3 芒の粗滑 粗(7) 粗(7) 粗(7) 
6 ふの色 黄(2) 淡黄(1) 淡黄(1) 
7-1 粒の形 やや長(6) 中(5) 中(5) 
7-2 粒の大小 やや大(6) やや大(6) やや大(6) 
8-1 千粒重 大(7) 大(7) 大(7) 
8-2 リットル重 大(7) やや大(6) やや大(6) 
9-1 見かけの品質 中上(4) 中上(4) 上下(3) 
生態的特性     
1 播性 Ⅰ(1) Ⅰ(1) Ⅰ(1) 
2 茎立性 やや早(4) やや早(4) やや早(4) 
3-1 出穂期 早(3) やや早(4) やや早(4) 
3-2 成熟期 やや早(4) やや早(4) やや早(4) 
4-1 糯・粳の別 粳(2) 粳(2) 粳(2) 
4-2 皮裸性 皮(2) 皮(2) 皮(2) 
4-3 脱芒性 やや易(6) やや易(6) やや易(6) 
5 穂発芽性 難(3) やや易(6) やや易(6) 
6 脱粒性 中(5) 中(5) 中(5) 
7 耐倒伏性 やや強(4) やや強(4) やや強(4) 
8-3 耐湿性 中(5) 中(5) 中(5) 
9 収量性 多(7) 多(7) 多(7) 
10-1 粒質 やや粉状質(4) やや硝子質(6) やや硝子質(6) 
10-2 精麦歩留 やや少(4) 中(5) 中(5) 
10-3 精麦白度 やや大(6) やや大(6) 大(7) 
12-1 縞萎縮病 極強(2) 極強(2) 極強(2) 
12-2 赤かび病 中(5) やや強(4) やや強(4) 
12-3 うどんこ病 強(3) 極強(2) 極強(2) 
注 ： a) 形質番号は「大麦種苗特性分類調査報告書（昭和 55 年 3 月）」に付記されている番号であ
る。( )内の数字は同報告書に基づく形質の階級値を示す。 
 
第 4  育成地における生産力検定試験の栽培方法の概要（九州沖縄農業研究センター・筑後，埴壌土） 
試験名 試験 播種期 栽培様式 a) 1 区面積 区制 播種量 基肥(kg/a) 追肥 備考 b) 
 年度 (月.日)  (㎡)  (粒/㎡) (N-P-K) (N kg/a)  
予検Ⅰ 1998 11.19 広幅標肥 6.3 2 150 0.51-0.51-0.51 1.68  
予検Ⅱ 1999 11.29 広幅標肥 6.3 2 126 0.51-0.51-0.51 0.35  
（系適試験）  11.29 広幅多肥 6.3 2 126 0.67-0.67-0.67 0.5  
生検 2000- 11.22 広幅標肥 6.3 2 5kg/10a 0.5-0.5-0.5 0.4 堆肥 2t/ha
 本試験  2002 ～ 広幅多肥 6.3 2 5kg/10a 0.7-0.7-0.7 0.5 堆肥 2t/ha
  11.24 ドリル播 7.0 2 7kg/10a 0.7-0.7-0.7 0.5-0.6  
生検 2003- 11.21 広幅標肥 4.9 2 110 0.3-0.3-0.3～0.5-0.5-0.5 0.2-0.3 堆肥 2t/ha
 本試験  2006 ～ 広幅多肥 4.9 2 110 0.45-0.45-0.45～0.7-0.7-0.7 0.3-0.5 堆肥 2t/ha
  11.25 ドリル播 7.0 2 110-200 0.45-0.45-0.45～0.7-0.7-0.7 0.2-0.5  
注 ： a) 広幅播は畦幅 70cm 播幅 20cm，ドリル播は畦幅 140cm（2006 年度は 150cm）の 4 条ドリル播で，ともに畦立栽培を行う。 







































煌二条 4.02 5.16 87 6.6 577 0.3 0.2 0.0 0.0 
ニシノチカラ 4.06 5.18 98 7.2 565 0.5 0.1 0.0 0.0 
ニシノホシ 4.04 5.17 89 7.5 563 0.7 0.2 0.0 0.0 
広幅播多肥栽培（1999-2006 年度） 
煌二条 4.03  5.15  90  6.5 618  1.1 0.1  0.0  0.0 
ニシノチカラ 4.07  5.18  101 7.3 574  1.1 0.0  0.0  0.0 
ニシノホシ 4.06  5.18  92  7.5 644  1.6 0.1  0.0  0.0 
ドリル播栽培（2000-2006 年度） 
煌二条 3.31  5.13  86  6.3  622 1.0 0.2  0.0  0.0 
ニシノチカラ 4.04  5.16  98  7.2  581 0.8 0.2  0.0  0.0 

























煌二条 46.5  103  712 46.7 90.1 42.0 3.9 5.6  6.2  淡黄-黄褐
ニシノチカラ 45.5  100  709 42.5 85.0 39.1 3.8 5.7  6.2  淡黄 
ニシノホシ 43.3  97  682 41.8 84.7 37.2 3.8 5.7  6.0  淡黄 
広幅播多肥栽培（1999-2006 年度） 
煌二条 47.3  106  712 46.6 88.0 42.2 4.0 5.7  6.3  淡黄-黄褐
ニシノチカラ 45.2  100  703 42.3 81.5 36.8 3.9 5.6  6.2  淡黄 
ニシノホシ 41.6  90  680 40.8 76.6 33.8 3.8 5.7  6.1  淡黄 
ドリル播栽培（2000-2006 年度） 
煌二条 47.4  95  712 47.5 93.0 45.9 3.9 5.7  6.4  淡黄 
ニシノチカラ 49.3  100  705 42.0 87.9 45.0 3.9 5.6  6.1  淡黄 
ニシノホシ 50.6  102  694 42.1 89.7 47.4 3.7 5.7  6.3  淡黄 
注 ：調査方法及び調査基準 
倒伏程度，病害発病程度：観察により，0(無)，1(微)，2(少)，3(中)，4(多)，5(甚)，6（激甚）の 7 階級評価． 
 容積重，千粒重：2.2mm 整粒について調査．容積重はブラウエル穀粒計の計測値．1998 年度～2001 年
度の値は，リットル升による計測値をブラウエル穀粒計の計測値に換算（Y=1.002X+26.4）． 
 整粒歩合：スタイネッカー式縦目選粒機による 2.5mm 以上の整粒の割合． 
 外観品質：1(上上)，2（上中），3（上下），4（中上），5（中中），6（中下），7～9(下)の 9 階級評価． 
 粒の形：3（円），4（やや円），5（中），6（やや長），7（長）の 7 階級評価． 
 粒の大小：2（極小），3（小），4（やや小），5（中），6（やや大），7（大），8（極大）の 7 階級評価． 
 ふ色：淡黄，黄，黄褐，褐，赤褐，赤，赤紫で判定． 
： 調査方法及び調査基準

















































広幅播標肥栽培（1998～2006 年度）       
煌二条  598 43.5 20.9 3.8 10.1 59.2 59.5 
ニシノチカラ  661 43.1 12.4 3.8 10.2 60.4 66.8 
ニシノホシ  601 44.8 8.4 3.5 9.4 60.2 62.8 
ドリル播栽培（2000，2003～2006 年度）      
煌二条  589  43.9  17.6  3.3  9.7  - 53.7  
ニシノチカラ  707  42.3  7.2  3.7  9.7  - 68.2  
ニシノホシ  605  44.2  8.8  3.4  9.3  - 61.5  
注 ： 搗精試験，成分分析方法及び調査基準 
搗精試験 ：佐竹式試験搗精機（TM-05 型）を用い，ロール粒度 ； 36 番，ロール回転 ； 1150rpm， 試
















第 7 表 九州麦類品質評価協議会における「煌二条」の搗精試験成績 
















煌二条 720 46.7 38 2 44 8 36.1 5 12 16 41.5
ニシノチカラ 716 42.5 46 3 13 4 35.0 6 0 9 40.2
ニシノホシ 704 42.7 34 2 43 5 36.6 5 3 13 41.6
注 ： 九州沖縄農業研究センター生産力検定試験材料の，2002，2005 年度は広幅播標肥栽培，2003 年度
はドリル播栽培，2004 年度は広幅播標肥およびドリル播栽培の 2.5mm 整粒を供試した．搗精試験は石
























広幅播標肥栽培（1998～2006 年度）       
煌二条  598 43.5 20.9 3.8 10.1 59.2 59.5 
ニシノチカラ  661 43.1 12.4 3.8 10.2 60.4 66.8 
ニシノホシ  601 44.8 8.4 3.5 9.4 60.2 62.8 
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搗精試験 ：佐竹式試験搗精機（TM-05 型）を用い，ロール粒度 ； 36 番，ロール回転 ； 1150rpm， 試
















7 表 麦類品質評価協議会における「煌二条」 験成績 
















煌二条 720 46.7 38 2 44 8 36.1 5 12 16 41.5
ニシノチカラ 716 42.5 46 3 13 4 35.0 6 0 9 40.2
ニシノホシ 704 42.7 34 2 43 5 36.6 5 3 13 41.6
注 ： 九州沖縄農業研究センター生産力検定試験材料の，2002，2005 年度は広幅播標肥栽培，2003 年度
はドリル播栽培，2004 年度は広幅播標肥およびドリル播栽培の 2.5mm 整粒を供試した．搗精試験は石
















第 8 表 「煌二条」の大麦麹消化性試験成績 
品種名 出麹 
水分(%) 




煌二条 31.7 77.6 21.2 1648 7.7 3.7 
ニシノホシ 31.9 77.6 20.6 1595 10.3 3.6 












9  「 」の播性，穂発芽性，病害抵抗性などの試験成績 
品種名 播性程度 a) 穂発芽性 b) オオムギ縞萎縮病 c)  うどんこ病 
Ⅰ型 Ⅲ型 Ⅴ型 Ⅲ型   
試験場所 九州 九州 九州 九州 山口 栃木  九州 a) 長崎 
煌二条 Ⅰ R RR RR MS-S RR  R-M RR-MR
ニシノチカラ Ⅰ MS RR S RR MS  RR RR 
ニシノホシ Ⅰ M-MS RR S-SS RR S  RR RR 
 
品種名 赤かび病 d)  赤かび病（九州研） 赤かび病 
（作物研） 
 耐湿性 e)
試験場所 鹿児島 福岡  ポット 切穂 圃場 ポット 切穂  三重 
煌二条 R RR-R  R M MR-M MR M  M 
ニシノチカラ - R  R MR R-MR MR MR  M 
ニシノホシ RR-R RR-R  R R MR R-MR MR  M-MS 
注 ： 試験方法は以下のとおりで各年度の判定値より総合的に評価した。（ ）内に試験年度を示す。穂発芽性
の判定基準は RR(極難)～R(難)～MR(やや難)～M(中)～MS(やや易)～S(易)～SS(極易)，病害抵抗性と
耐湿性は RR(極強) ～R(強)～MR(やや強)～M(中)～MS(やや弱)～S(弱)～SS(極弱) の 7 階級評価。 










































査の耕種概要を第 11 表に，試験成績を第 12 表に示す。「煌
二条」の佐賀県農試センターにおける生育は「ニシノチ
カラ」に比べ出穂期は 2 ～ 3 日，成熟期は 3 日早く早生で，











第 10 表　「煌二条」の叢性 , 茎立性および被害粒の調査成績
第 11 表　佐賀県農業試験研究センターにおける奨励品種決定調査の耕種概要
 
 「 の叢 ， の調査成績 
栽培方法 品種名 叢性 茎立性 凸腹粒 側面裂皮 剥皮 
広幅播標肥栽培 煌二条 4.8  4.1  0.1  0.0  0.0  
 ニシノチカラ 5.0  4.4  0.0  0.0  0.0  
 ニシノホシ 4.8  4.6  0.0  0.0  0.0  
広幅播多肥栽培 煌二条 4.7  4.1  0.2  0.1  0.3  
 ニシノチカラ 4.8  4.4  0.0  0.0  0.1  
 ニシノホシ 4.8  4.5  0.0  0.0  0.2  
ドリル播栽培 煌二条 4.4  3.3  0.2  0.5  0.2  
 ニシノチカラ 4.8  4.0  0.0  0.0  0.2  
 ニシノホシ 4.6  4.1  0.1  0.0  0.4  
注 ： 叢性と茎立は 1999～2006 年度，被害粒は 2002～2006 年度の生産力検定試験の平均値。 
叢性の評価基準は 2(極匍匐)～5(中)～8(極直立)の 7 階級評価，茎立性は 2(極早)～5(中)
～8(極晩)の 7 階級評価。被害粒の発生は0(無)，1(微)，2(少)，3(中)，4(多)，5(甚)，6（激甚）







試験 播種期 1 区面積 試験 播種量 基肥＋追肥(窒素 kg/a) 
年度 (月.日) (㎡) 区数 (粒/㎡) 標肥区 多肥区 
2000-2002 11.25-11.28 15 2 150 0.6 + 0.6 - 
2003-2006 11.25-11.28 9.6 3 150 0.6 + 0.6 0.72 + 0.72 
注 ： 細粒灰色低地土の水田跡。栽培様式は畦立広幅播で，2000～2002 年度は畦幅 75cm 播幅 28cm，






















（標肥栽培，2000-2006 年度）         
煌二条 4.07 5.18 83 5.7 549 0.2 0.0 2.2 0.0 3.2 
ニシノチカラ 4.09 5.21 97 6.7 545 0.7 0.0 1.0 0.0 2.2 
ニシノホシ 4.09 5.20 86 6.6 606 1.1 0.0 1.1 0.0 3.3 
（多肥栽培，2003-2006 年度）         
煌二条 4.08 5.20 85 5.6 613 0.7 0.0 1.8 0.0 - 
ニシノチカラ 4.11 5.23 98 6.7 627 1.6 0.0 0.4 0.0 - 













（標肥栽培，2000-2006 年度）     
煌二条 47.0 100 696 51.6 4.3 △～○ 
ニシノチカラ 46.7 100 699 44.5 2.0  
ニシノホシ 46.0 98 679 42.3 2.0  
（多肥栽培，2003-2006 年度）     
煌二条 54.3 108 707 46.0 4.1  
ニシノチカラ 50.5 100 699 42.9 2.4  
ニシノホシ 45.8 91 687 40.4 3.2  
注 ： 倒伏程度及び病害の発生程度は 0(無)～5(甚)の 6 段階評価。網斑病は 2000～2002 年度の平均値。 






















第 11 表 佐賀県農業試験研究センターにおける奨励品種決定調査の耕種概要 
試験 播種期 1 区面積 試験 播種量 基肥＋追肥(窒素 kg/a) 
年度 (月.日) (㎡) 区数 (粒/㎡) 標肥区 多肥区 
2000-2002 11.25-11.28 15 2 150 0.6 + 0.6 - 
2003-2006 11.25-11.28 9.6 3 150 0.6 + 0.6 0.72 + 0.72 
注 ： 細粒灰色低地土の水田跡。栽培様式は畦立広幅播で，2000～2002 年度は畦幅 75cm 播幅 28cm，






















（標肥栽培，2000-2006 年度）         
煌二条 4.07 5.18 83 5.7 549 0.2 0.0 2.2 0.0 3.2 
ニシノチカラ 4.09 5.21 97 6.7 545 0.7 0.0 1.0 0.0 2.2 
ニシノホシ 4.09 5.20 86 6.6 606 1.1 0.0 1.1 0.0 3.3 
（多肥栽培，2003-2006 年度）         
煌二条 4.08 5.20 85 5.6 613 0.7 0.0 1.8 0.0 - 
ニシノチカラ 4.11 5.23 98 6.7 627 1.6 0.0 0.4 0.0 - 













（標肥栽培，2000-2006 年度）     
煌二条 47.0 100 696 51.6 4.3 △～○ 
ニシノチカラ 46.7 100 699 44.5 2.0  
ニシノホシ 46.0 98 679 42.3 2.0  
（多肥栽培，2003-2006 年度）     
煌二条 54.3 108 707 46.0 4.1  
ニシノチカラ 50.5 100 699 42.9 2.4  
ニシノホシ 45.8 91 687 40.4 3.2  
注 ： 倒伏程度及び病害の発生程度は 0(無)～5(甚)の 6 段階評価。網斑病は 2000～2002 年度の平均値。 








品種名 容積 千粒 硝子 70%搗精 55%搗精 















煌二条 706 45.4 39 2 18 9 31.3 4 39 15 37.1
ニシノチカラ 714 43.8 55 3 15 3 33.2 6 4 6 39.1
ニシノホシ 691 42.1 47 2 42 3 35.1 5 5 6 41.3















































（伊万里市，2003～2006年度）              
煌二条 4.09 5.21 81 6.8 548 0.2 0.9 0.0 0.0 47.1 102 44.8 690 4.0 ○△ 
ニシノチカラ 4.13 5.25 97 7.3 524 0.9 0.5 0.0 0.0 46.2 100 43.3 696 2.5  
ニシノホシ 4.11 5.24 84 7.2 554 0.5 0.5 0.0 0.0 45.4 98 42.4 665 3.5  
（唐津市，2003～2006年度）              
煌二条 4.05 5.19 80 5.7 470 1.4 0.3 0.0 0.0 43.5 116 45.8 691 4.0 ○△-○ 
ニシノチカラ 4.08 5.21 90 6.6 396 0.8 0.0 0.0 0.0 37.5 100 43.8 670 2.8  
ニシノホシ 4.06 5.19 82 6.6 435 1.5 0.0 0.0 0.0 40.9 109 43.4 690 2.5  
（鳥栖市，2003～2005年度）              
煌二条 4.07 5.22 79 6.2 586 0.0 0.7 0.0 0.0 43.6 97 45.4 715 3.7 ○△-○ 
ニシノチカラ 4.10 5.25 97 7.2 529 1.8 0.3 0.0 0.0 45.1 100 45.2 692 3.0  
（小城市，2003～2005年度）              
煌二条 4.07 5.21 88 5.7 527 0.0 1.8 0.0 0.0 44.2 105 44.6 682 4.0 ○△ 
ニシノチカラ 4.10 5.22 102 6.9 536 0.5 0.0 0.0 0.0 42.2 100 42.7 703 2.3  
（白石町，2003～2005年度）              
煌二条 4.11 5.23 88 6.0 495 0.8 1.8 0.0 0.0 43.1 115 46.7 713 1.7 ○△-○ 
ニシノチカラ 4.14 5.25 104 7.3 565 1.3 1.2 0.0 0.0 37.4 100 42.4 686 2.7  
注 ： 倒伏程度と病害発生程度は 0（無）～3（中）～5（甚）で，検査等級は 1（1 等上）～4（2 等上）～6（2 等下），7（規格外）で示した。 




第 15 表 オムギ縞萎縮ウイルスⅢ型系統発生地域における発病調査 
品種名 発病の有無 ELISA 検定 病徴発生程度 
 (1 月 31 日) (2 月 15 日) 縞状病徴 葉身黄化 褐変病斑 
煌二条 無 － 0.0 0.0 0.0 
ニシノホシ 有 ＋ 2.8 2.0 1.5 
 注 ： オオムギ縞萎縮ウイルスⅢ型系統発生地域（佐賀市）において，佐賀県農試センター病害虫農




























煌二条 3.30 5.17 93 5.8 768 0.5 59.9 126 48.0 699 1等下
ニシノホシ 3.30 5.18 87 7.0 693 1.5 47.5 100 41.6 671 2等上
注 ： オオムギ縞萎縮ウイルスⅢ型系統発生地域（佐賀市）において，佐賀県農試センターと佐城農業改良普







第 15 表 オオムギ縞萎縮ウイルスⅢ型系統発生地域における発病調査 
品種名 発病の有無 ELISA 検定 病徴発生程度 
 (1 月 31 日) (2 月 15 日) 縞状 徴 葉身黄化 褐変病斑 
煌二条 無 － 0.0 0.0 0.0 
ニシノホシ 有 ＋ 2.8 2.0 1.5 
 注 ： オオムギ縞萎縮ウイルスⅢ型系統発生地域（佐賀市）において，佐賀県農試センター病害虫農




























煌二条 3.30 5.17 93 5.8 768 0.5 59.9 126 48.0 699 1等下
ニシノホシ 3.30 5.18 87 7.0 693 1.5 47.5 100 41.6 671 2 上
注 ： オオムギ縞萎縮ウイルスⅢ型系統発生地域（佐賀市）において，佐賀県農試センターと佐城農業改良普
















































第 17 表　試作栽培した「煌二条」の焼酎醸造試験成績 a）
 
第 17 表 試作栽培した「煌二条」の焼酎醸造試験成績 a) 
品種名 試験 b) 蒸麦水分 アルコ－ル 焼酎の特徴 
  年度 （％） 収得量（L/ｔ）c)   
煌二条 2004 34.3 430 華やか，適度な甘さ 
ニシノチカラ 2004 34.5 428 エステル臭 
煌二条 2006 33.6 444 原料特性としてコク 
ニシノチカラ 2006 33.6 440 エステル臭，雑味 
ニシノホシ 2006 33.8 444 きれい，うすい 
煌二条 平均 34.0 437 華やか，適度な甘さとコク 
ニシノチカラ (2004,2006) 34.1 434 エステル臭，雑味 
注 ： a） 「煌二条」は佐賀県伊万里市の試作圃場における 2004，2006 年産，「ニシノチカラ」と「ニシノホシ」
は佐賀県産を使用し宗政酒造で醸造試験を行った。 
b） 2004 年度は麦麹で 2006 年度は米麹で仕込みを行った。また，一次仕込は５日間，二次仕込は 
１３日間発酵させ，１４日目に二次もろみを蒸留した。 
c） アルコール収得量は，原料１ｔ当りのアルコール量に換算した。 






は２% ～８% 多く千粒重が 10% 重く，３% ～６% のや
や多収となっている。また，「ニシノホシ」と比べ穂数は




















ており（Harlan and Anthony， 1920），穀粒に蓄積する
光合成産物の約半分は穂で作られ，芒の光合成産物は穀
粒に集中的に蓄積するとされている（Frey-Wyssling and 
Buttrose， 1959； Thorne， 1963； Grundbacher， 1963； 


























遺伝子 rym3 を持つ「西海皮 48 号」と，Ⅰ型系統抵抗性
の rym5 遺伝子を持つ「羽系 89-63」との組合せから，Ⅰ
およびⅢ型ウイルス系統抵抗性として選抜された。育成
























































愛知 2002  煌二条 4.09 5.20 88 5.2 599 0.0 0.0 0.0 - 
 2002  初  風 4.17 5.25 100 6.5 505 2.0 0.0 0.0 - 
岡山 2002-06 煌二条 4.12 5.24 77 5.5 667 0.0 0.0 0.4 0.0
 2002-06 ニシノチカラ 4.16 5.27 92 6.3 590 0.1 0.0 0.0 0.0
徳島 2001 煌二条 3.27 5.12 69 5.6 495 0.0 0.0 0.0 0.0
 2001 とね二条 3.27 5.11 91 6.2 598 0.0 0.0 0.0 0.0
愛媛 2001-03 煌二条 3.23 5.13 79 5.0 778 0.0 0.2 0.0 0.0
 2001-03 ダイセンゴールド 4.01 5.18 96 5.9 586 0.0 0.7 0.0 0.3
高知 2001-03 煌二条 3.19 5.06 80 5.3 588 0.3 0.3 0.6 - 
 2001-03 ニシノチカラ 3.25 5.09 90 6.1 600 0.2 0.0 0.3 - 
福岡 2000-02 煌二条 4.03 5.17 77 5.9 572 0.0 0.0 0.4 0.0
(本場) 2000-02 ニシノチカラ 4.07 5.20 90 6.8 528 0.0 0.0 0.1 0.0
 2000-02 ニシノホシ 4.06 5.19 81 6.9 549 0.0 0.0 0.1 0.0
福岡 2001-02 煌二条 4.02 5.18 83 5.8 573 0.0 0.0 0.6 0.0
(豊前) 2001-02 ニシノチカラ 4.06 5.20 94 6.9 503 0.1 0.1 0.0 0.0
福岡 2001-02 煌二条 4.01 5.14 73 5.5 502 0.2 0.0 1.7 0.0
(筑後) 2001-02 ニシノチカラ 4.04 5.16 89 6.3 475 0.1 0.0 0.5 0.0
 2001-02 ニシノホシ 4.03 5.16 80 6.3 530 0.3 0.0 0.7 0.0
長崎 2000-01 煌二条 3.19 5.10 84 5.8 689 0.5 0.0 2.2 0.0
 2000-01 ニシノチカラ 3.26 5.13 98 6.9 673 1.2 0.5 2.0 0.0
 2000-01 ニシノホシ 3.26 5.13 86 7.1 685 0.5 0.0 2.0 0.0
熊本 2000-04 煌二条 4.01 5.15 81 5.8 576 0.1 0.0 0.2 0.0
 2000-04 ニシノチカラ 4.04 5.18 98 6.7 637 0.5 0.0 0.1 0.0
 2000-04 ニシノホシ 4.03 5.17 86 6.8 730 0.5 0.0 0.2 0.0
大分 2000-02 煌二条 4.04 5.14 73 5.5 396 0.0 0.0 0.0 0.0
 2000-02 ニシノチカラ 4.07 5.19 83 6.7 374 0.2 0.0 0.0 0.0
 2000-02 ニシノホシ 4.07 5.18 74 6.8 371 0.0 0.0 0.0 0.0
宮崎 2001-03 煌二条 3.13 4.28 76 5.9 402 0.0 0.0 0.0 0.0
 2001-03 ニシノチカラ 3.17 4.29 86 7.0 379 0.0 0.0 0.0 0.0
鹿児島 2001-05 煌二条 3.13 4.27 81 5.9 467 0.3 0.0 0.5 0.0
 2001-05 ニシノチカラ 3.17 4.31 96 7.0 433 0.3 0.0 0.5 0.0





















煌二条 39.1 101 704 47.9 4.5 - △※ 早生,外観品質劣 
初  風 38.7 100 736 44.9 3.5 -   
煌二条 48.3 114 719 45.0 4.3 - △ や早熟,や短稈,穂数や多,多収 
ニシノチカラ 42.5 100 735 44.1 4.0 -   
煌二条 28.7 85 705 47.1 4.0 - × 短稈,少収,裂皮多い,粒色やや黒い 
とね二条 33.9 100 683 45.7 2.0 -   
煌二条 54.7 116 680 48.0 4.0 ２上 △ 早生,短稈,多収,外観品質中 
ダイセンゴールド 47.7 100 675 46.6 3.5 ２上   
煌二条 48.4 112 664 46.3 5.8 ２ △ 早熟,短稈,やや多収,赤かび病やや弱 
ニシノチカラ 44.3 100 659 40.8 5.0 ２   
煌二条 42.5 100 714 45.5 5.0 ２ ○-× 大粒,赤かび病や弱,裂皮多,品質劣 
ニシノチカラ 42.2 100 735 45.6 2.0 １   
ニシノホシ 40.7 96 714 43.6 2.7 １   
煌二条 49.8 107 718 47.5 2.7 ２ △-× 早生,多収,赤かび病やや弱,品質不安定 
ニシノチカラ 47.0 100 731 44.3 1.4 １   
煌二条 38.8 105 649 44.5 6.0 規外 × 外観品質不良,赤かび病弱 
ニシノチカラ 36.9 100 674 43.6 3.0 １   
ニシノホシ 38.6 106 659 41.8 3.7 １   
煌二条 55.3 98 690 47.4 - 規外 △ 早生,倒伏強，千粒重大,品質劣 
ニシノチカラ 56.3 100 710 44.4 - ２   
ニシノホシ 58.2 103 682 43.1 - ２   
煌二条 54.8 100 674 47.2 3.5 １ △※ 早生,品質良,縞萎縮病Ⅲ型強 
ニシノチカラ 54.7 100 667 44.6 2.5 １   
ニシノホシ 54.0 99 643 41.8 2.5 １   
煌二条 33.8 103 748 49.6 4.5 ２ △-× 早生,短稈,や大粒，裂皮,品質やや劣 
ニシノチカラ 32.8 100 738 47.6 3.0 １   
ニシノホシ 32.5 99 725 45.5 3.0 １   
煌二条 40.9 98 681 48.8 3.0 - △-× やや早生,やや短稈,やや粒大,やや低収 
ニシノチカラ 41.2 95 659 42.5 3.0 -   
煌二条 45.9 107 708 49.2 2.0 ２下 △-× 早生,多収,大粒 
ニシノチカラ 43.8 100 709 44.9 1.3 ２上   
 








地域で 2009 年産より約 200ha の本格生産と麦焼酎が生産
されている。
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New Two-rowed Barley Cultivar “Kirameki-Nijo” with High-yield and
Excellent Qualities for Distilling Japanese Spirits
Naoyuki Kawada, Shunsuke Oda 1）, Masaya Fujita 1）, Koichi Hatta 2）, Katashi Kubo 3） 
Yoshinori Doi 4）, Shozo Taya 5）, Akihiro Sasaki 6）, Takuji Tohnooka, Tadahiro Tsutsumi 7） 
Masako Seki 8）, Tetsuya Hatano and Masato Taira 1）
Summary
  “Kirameki-Nijo” is a two-rowed, hulled, spring barley （Hordeum vulgare L.） for Japanese 
spirits, shochu, that was developed at the Kyushu Okinawa Agricultural Research Center 
in 2007 and registered as “Two-rowed Barley Norin 25” in 2008. This cultivar was derived 
from the cross Saikai Kawa 48 / Hakei 89-63 made in 1992, and handled by the derived line 
breeding method.
  Kirameki-Nijo matures early and heads nearly four days earlier than the standard two-
rowed cultivar Nishinochikara. Kirameki-Nijo is moderately short in height, and the spike 
is medium-short, dense, feather-shaped, and erect before maturation and has a long awn. Its 
spike number is slightly more than Nishinochikara, and it is tolerant to lodging and similar 
to Nishinochikara. The 1000-kernel weight and kernel plumpness of Kirameki-Nijo exceed 
those of Nishinochikara, and the yield of plump kernels, which don't pass through a 2.5 mm 
sieve, is higher than Nishinochikara. The kernel has a light yellow-brown husk, and grain 
quality is inferior to Nishinochikara.
  Kirameki-Nijo is completely resistant to barley yellow mosaic virus strain types I and III. 
It is estimated to have resistance gene rym3 and is moderately resistant to Fusarium head 
blight and predominant races of powdery mildew. Kirameki-Nijo is tolerant to pre-harvest 
sprouting and is apparently superior to Nishinochikara.
  The grain of Kirameki-Nijo is soft, and whiteness of pearled grain is as high as the standard 
cultivar Nishinohoshi, which has excellent qualities for pearling and distilling Japanese 
spirits. The percentage of broken pearled grain is relatively high, therefore pearling quality 
is not superior to Nishinohoshi. The yield of distilled alcohol is as high as Nishinohoshi, and 
the spirits from Kirameki-Nijo is rich in flavor and suitable as a material for Japanese spirits.
  Yield trials performed in several prefectural experiment stations indicate that Kirameki-
Nijo is adapted to flat areas of Western Japan.
  Key words： Hordeum vulgare L., new cultivar, quality for Japanese spirits, high yield,
Barley yellow mosaic virus （BaYMV）, pre-harvest sprouting.
Wheat and Barley Breeding Group, Lowland Farming Research Division, NARO Kyushu Okinawa 
Agricultural Research Center,
496, Izumi, Chikugo City, Fukuoka Pref., 833-0041, Japan.
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